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立春も過ぎ、春が待ち遠しい季節になりました。会員 

の皆様お元気でいらっしゃいますか。 

 昨年の暮れには、文科省へのパブリックコメントをた 

くさんお送りいただきありがとうございました。効果は 

あったと思います。 

 私たちは、学校看護婦から出発した職業です。子ども 

の健康に関する教育実践をし、「Yogo Teacherｓ」にな 

りました。また、「s」複数で仲間でもあります。今後も 

教諭の部分を大切にし、専門性の視点で執務をし、子ど 

もたちの「会話の記録」をとり、保健室の教育活動にい 

かしていきたいと思います。  

    

 

 

 

                    

今年度の山口県養護教諭研究大会は、「特別支援における養護教諭としての役割」と題して

教育実践のご発表がありました。3 人の先生方、貴重な教育実践のご発表ありがとうござい

ました。講師控室では「すばらしい実践発表でした。」と絶賛でした。 

小田指導主事さん、役員ともに喜んでいます。また、講師の飯野先生から、次のようなま

とめをいただきましたので、お知らせします。 

 

１． 保健室をタイムアウトの部屋から気持ちをコントロールするクールダウンの部屋とし 

て機能させている。 

２． 担任を支える時間が多かったが、間接的に生徒への支援につながっている。 

３． 障害特性と個人の特性の２つを含めて把握し、手立てを考えている。 

４． 保健室の支援は下記のように位置づけている。 

(1)困り感、不安感に寄り添う。(2) 解決の手だてを提示 

(3)体調面への支援  (4)委員会活動を通しての支援 

５． 関係機関連携協議会への参加は、学校の枠を越えた新たな連携が必要であるとの広い

視野がもてる機会となった。 

６． 健康上の課題をもっているので、養護教諭だからこそできる支援であり、養護教諭と

しての専門性を発揮した支援を心がけたい。 

 

なお、山口県の研修会については、月刊「健康教室」に掲載されるそうです。 

 

「養護教諭のための児童虐待対応の手引き」配付 

養護教諭のための手引きが完成され、文科省から配付がありましたが、お手元に届きました

か、校内でしっかり活用し、養護教諭としての専門性や連携する力をつけていきたいものです。 

 

 山口県養護教諭研究協議大会 



「HP 立ち上げについて」今後 3 年間かけてすすめ、会員みんなでつくってい

きたいと思います。「立ち上げ委員」をご紹介します。よろしくお願いします。 

○ 下関支部 小学校 新田 恵理子 先生 ○防府支部 中学校 清水 亜由美 先生 

○ 高校山防支部 養護学校  松本 妙子  先生 

○  指導者 山口市教育委員会 情報教育指導員 脇條 和代先生 

「全国養護教諭連絡協議会」について   お世話になります。よろしく・・・。 

○調査研究委員 中国・四国・九州ブロック代表     高校宇部支部  久保 明子先生 

○研究誌「瑞星 6号」執筆 特別支援教育の実践事例   高校下関支部  中角 安子先生 

 

 

 

 

 

 

 

＜萩市民館＞ 

１1 月の県大会には、県内各地から多くの先生方にご参加いただきありがとうございまし

た。私たち、萩・阿武支部・高校長北支部の会員は大会を充実するために、前日の準備・当

日の仕事を進めてきました。その中で、改めて支部の先生方のフットワークの良さやパワー

を感じることができました。何よりも「仲間がいる」ことの心強さを肌で感じた 1 日でした。 

 

小学校 

「研究主題」 望ましい生活習慣を育てる指導法の工夫～保健学習を通して～ 

 7 月  研修計画の立案 

  11 月   講話「兼職発令に基づく授業づくり」指導案の作成指導 

       講師 山口県教育庁義務教育課萩分室指導主事 吉岡哲也氏 

                 「ノロウイルスについて」 

         講師 萩健康福祉センター 所長  砂川博史氏 

      研修 低身長について 
 

 

中学校 

「研究主題」 保健室から見た危機管理～ひやりハッとから学ぶ学校安全～ 

  4 月  中学校教育研究会 総会   部会（研修計画の立案） 

  8 月  救急法講習  （講師 日本赤十字救急法指導員 2 名） 

      グループ別事例発表（ひやりハッとの事例） 

  10 月  講話「養護教諭が担う『危機管理』と対応」 

         講師 広島市立東野小学校 校長 宮本 香代子先生      事例検討 

 

  小・中学校とも研究主題に沿って、充実した研修が行われました。研修会の中で、講師

の先生が「今あることを一歩進めていくエネルギーを･･･。」と言われたように､この研修が実

りあるものとなり、子どもたちの笑顔につながるように､今後も日々、前向きに取り組んでい

きたいと思います。 

萩・阿武・高校長北支部 
それぞれの活動について 

 
 



＜高校長北支部活動＞ 

年 2 回 研究協議会を行っています。 

日頃、なかなか交流のできない県立、私立高校の養護教諭 15 名が一同に会し、各学校の活動

状況や執務上の諸問題について熱心に研究協議を行っています。 

  

第 1 回・ 8 月 執務上の問題点や情報交換、「のぞみ」の発表に関しての活動計画立案 

 第 2 回・１２月 講演 「養護教諭の執務について」 

         講師  山口市立宮野中学校 教頭 佐伯 里英子先生 

 

山口県で養護教諭から管理職第一号になられた先生のお話は、ご自身のご経験から養護教

諭として大切にされてきたもの、また管理職になられて養護教諭に期待されること等を中心

にお話をいただきました。改めて養護教諭の専門性や保健室の機能を生かし、家庭・地域と

の連携や健康教育の推進を考えることができる有意義な講演でした。 


